
 

どんな場所なの？ 
 学生サポートセンターは、大学に関する相談ができる場所です。心理相談から学校生活で困っていること、

分からないことなど様々な相談を受け付けています。障害や疾病等により授業や大学生活で配慮が必要な場合

の相談もサポートセンターが対応します。 

また、相談だけでなく、学習や休憩スペースも設けられていて、利用することができます。  

  

場所：4 号館 1 階（キャリア支援課の向かいに位置しています） 

利用時間：9 時から 17 時（月曜から金曜日） 

 

 

どのように対応しているの？ 
 コーディネーターが受付後に初回相談（インテーク）を行います。コーディネーター不在時は職員が対応を

しますが、心理・精神的相談は行いません。一般的な相談であれば、他の部署と連携して対応します。 

心理・精神的な相談内容で継続的な対応が必要な場合、カウンセリングルームでカウンセラーが対応します。 

学生サポートセンターって 

どんなところ？ 

中京大学心理学部ダイバーシティ委員会 mail：chukyodiversitycomm@gmail.com 



 

 

 

 サポートセンターと聞くと、心理

相談のイメージが強そうですが、

心理相談のみならず、大学に関連

する分からないことを相談できる

ところです 

 教室の場所や教科書が買えるところ、証明書が欲し

いときはどうすればよいのかなど、学校生活に関わる

ことでわからないことがあれば、サポートセンターに

尋ねてみると解決できることがあるかもしれません。 

学生からの質問 
Q．対面や電話以外での相談はできますか？ 

A．現在は基本的に行っていません。 

Q．相談時間や利用日数に制限はありますか？ 

A．カウンセリングルームは基本 30~40 分/回です。利用はすべて予約制です。 

サポートセンターはインテーク時に 60~90 分/回で対応しています。随時対応で予約の必要はありません。 

Q．友達と一緒に行ってもいいですか？ 

A．大丈夫です。保護者や先生と一緒でも構いません。 

Q．自習などの利用時間の制限はありますか？ 

A．開室時間内であれば入退は自由です。 

Q．女性 or 男性職員には話しにくいのですが対応してもらえますか？ 

A．初回来室時にコーディネーターに伝えてもらえば対応可能です。 

Q．ミーティングスペースの利用には予約が必要ですか？ 

A．基本予約は不要ですが、使用目的によりお断りする場合があります。まずは一度ご相談ください。 

相談するだけではなく、 

他にも様々な利用方法があります 

 静かな場所で勉強したいときには勉強場所が、ち

ょっと横になって休みたいときにはカーテン付の横

になれるスペースが、友達と話し合いがしたいとき

には会議室があります。新型コロナウイルスの影響

もあり、本来の用途に比べると制限がある場合もあ

りますが、学生のちょっとした居場所となるところ

でもあります。 

委員会メンバーが学生サポートセンターを訪問した感想 

落ち着いた空間で、勉強や休憩する場として過ごしやすいと感じました。職員さんが丁寧に接して下さって、

困ったことがあった時に利用したいなと思いました。（江口） 

サポートセンターは学校に関する相談ができるだけではなく勉強する場所として使えたり、食事を取れたり 

いろんな利用の仕方があると知ることができたので機会をみて利用してみたいと思いました。（江戸） 

静かで落ち着ける場所だと感じました。勉強したり昼食をとったりするのに利用したいです。（清水） 

 

 サポートセンターの職員紹介 
 名古屋サポートセンターには事務職員が 1名、臨床心理士・公認心理師資格を有するコーディネーターが 1名

在籍しています。また、月に一度、精神科の先生もいらっしゃいます。 

 心理・精神的な相談をするカウンセリングルームには、臨床心理士・公認心理師資格を有するカウンセラー

が６～７名在籍していて、１日３名体制で相談を受け付けています。 


